The Local Sacred Places and the Distribution of Temples and Shrines in and around the Northeastern Japan by 田上 善夫
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な お 本国 お よ び 囲5. 7, 8, 1 3 の背 見は rカ シ ミ - /L,3 D Ve r8.2｣に よ り作成｡
囲3 新西国貰15番t=王山護国寺
富山県下新川郡朝日 町 境に あ り, 聖 観音を
本尊とす る高野LIJ真言宗寺院で あ る｡ 門前 に
は 観音石像 が 並び , 急 な 石 段の 上 の 平坦 地 に
位置す るD 上方 に御辛があり , 脇の 渓流 には
五 大力滝が あるo 境 内に は 石楠花が植 え られ
八 十八 頭や西国 三 十三所 の お砂踏み . 十八 羅
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図4 船耕 三 十三最青票現
窮1番 観音 は姉倉比 嘩 神社 の 上 り 口 (標高169r n)
に ある｡ 箭2番 は 奥宵 の 下(185n)で あ る｡ 第3番 か




































王r一 汗 ･ ■ :a?. =
'
ピ ー ク(27 5h)上 の 第15番か ら南北 の 稜線 となる.
稜線 下 を東福 沢 ･ 小 佐波 ･ 上大 久 保線 の トン ネ ル
が通 る｡ 第19蕃だ け 西 向 き に立 つ o 第20番 は最高
所(28 1D)1こ あ り. 傍 らに 十三 真 の 石塔が 建 つ ｡ 位
雇 に あ る 寺家 か ら西 方 の 船齢 野 , ま た は る か に 八
尾 の 丘 陵
,
医 王LLJを 望む 位置に あ る｡ 一帯は硬林
で . 下 草刈 さ れ た 幅1m ほ ど の 道が 続 くo 第29番
(224m)の 先 は 急傾斜 で . 第30-3 1番 間は25D)の 高
度差 が あ る. 第33番 は 帝龍寺境内 に あ る｡ なお
ペ ー ス マ ッ プ に は ｢大 沢野 町 基本 図｣ を使用 した勺
園5 能登の 玉均
能登 の 歪 騒 札所 の 多く は . ?毎岸 に rr.1 っ て 並 ぷ.
~方 , LL｣中に も意地 が あ るQ 荒 田 雨乞 い の 官 は .
雷LLJ一石 川 県境の す ぐ南側 に位置する｡ 稜線 付近
には 碁石 まで . 自然)b 道石 動 山が 走 っ て い る｡ 沢
の 出 会い に301¶四 b-の 広 場 が あ り, 胸 高 直径1m を
超す形 の 巨木 に 二本 の 注 連縄が か け られ , そ の 折
に注連縄 が か け られ た 台 が あ る｡ ま た杉 の 下に7生
産縄 が か け られ た31⊃余 の 大 石 が あ り. 脇 に は護摩
の 火 が焚 かれ た跡 が あ るn
園6 能登三 十 三観音第22番
石川 県鹿島 郡EE]鶴寸葵町 に あ る o
能 登 で は 図5 に示 され る よ う に , 海
岸 沿 い に 札所 が多い が , こ の Z 2番
の よ うに 裏地 は と く に海岸付近の
小山や小島が 雪地 に あ る. 経巻 第2
番 の 南方, 鳳 至郡 穴 水 町前波の 恵
比 寿弁天‡土も , 海 中に突 き 出た 小
島 で あ る o ま たそ の 付 け根 に あ た































囲8 仙台 三 十三 観音と仙台七観音
仙台三 十 三 観音は仙台市術を中心 と して い る. 仙 台七 観
音 はや や 広域 で あ る｡ 名取 市か ら仙台市に 続 く 山麓 に は.
まず第l春吉頗LLJ金 昌キが太白 区 富 田に あ り, 第2番 天 苗LLJ
秀麓斎 は名取市高舘吉EElに あ り . 奥羽 三1~三観音 の一つ で
も あるも 仙 台rfl街に は . 第3番虚空蔵LLJ大浦寺が太白区向山
に , 第4春 満谷LJ円福寺 が若林 区石 名坂にあ り, 仙台三 十三
観音 の一 つ で もあ る. 仙台 市西 部の 山 地側に は, まず帯5蕃
薬師山長泉寺が青兼 区芋沢 に , 第6番飯宵 山向泉寺が太白区
秋保 町 に , 第7番の 秀岩 山興禅寺が青葉区熊 ヶ 根 に ある｡
国7 仙台平野周 辺の 奥州三 十三 親書
と宗派別寺院の 分布
仙台平野 周辺 は 奥州 =.十 三観音老 境の 札所 が
多く , ま た禅 系寺院が多 い ｡ 奥州観音第7, 8, 9
番は 奥州三観音と よば れ . 坂上 田村麻呂が奥州
征伐 の 際 に 開い た と い わ れ る｡ 三角 に 配 置 され
た 三観音を日 の 出か ら口 の 入 り ま で に 参る 習わ
しが あ り, と ( に乳 量軌 選 挙 , 病気な ど の
と き に祈願 され る . 弟7番盲LIJ の千手観音は一寸
八分 の 大 き さ で , 他 の 二 観音 に も三 分さ れ た も
の が 成 られ て い る と い わ れ る｡ 奥州 三 観音や三
十三観音は伊達の 頃に 始ま る と 考え られ て い る｡
園9 御府内第79寺請水山寺教院
多く の 他 の 札所同様 に , 小 商い 土地 に
位置す るb 音羽 通り か ら東に 上 っ た 古い
敵吉な どが 残 る 住宅街 にあ る が. 現在 は
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図10 東北 日本の 主要神社分布 図11 真北 日本の寺院宗派別分 布
全国系の旨拙
稿荷社 , 熊野 社, 琴 平社 は, 全国的
に分布 が み られ る. 熊 野社 は東北地方
で は とく に 内陸部に多 く. 山 形 ･ 福
島 ･ 会津 盆地 に 集中 し. 関 東 地方 で は
房総半島に多 い . 稲荷社や 琴 平社 は 内
陸にも章毎片付近に も多く 分布 し て い る
なお 本園地 の 分布図 は ｢Ar cMap8.1｣
を利 用 して 作成 した｡
-c) 浄土 系
i争土宗 . 他 の 浄土 宗, 浄土 真
宗 本 願 寺派, 夷宗大 谷W(, 他の 浄
土系 の 寺院 は . 北陸地方に集中す
る｡ 関 東地 方 で は , 東 京都心 か ら
神 奈川 に か け て 多 い｡ 東北El本で
は真宗大 谷 派寺院が多い n
-a) 天 台系 J) 暮言系




関東地 方 か ら東北地方南部に 大 真言宗豊LLJ8Fr(, 他 の 真 こ`系 の 寺 院
き な中心 が ある ｡ 東北 地 方で は は , 関東地 方 に集中す る｡ 利根川
とく に 山形 ･ 福島 ･ 会津 の 内 陸 流域 に豊 山派, 西方 の 関東 山地寄
の 金地 に多い ｡ 関 東 地 方で は , り に智 山派 が多 い ｡ 千 柴 で は 内房
群馬 の 赤城 ･ 榛名 間, 鹿 島 ･ 香 に 多い ｡ 高野 山真言宗 は , 西 寄 り
敬, 千乗 の 清 澄 山 北 方に集中す に 多 い ｡ 真言系 寺院 は 大 台系 i=院
ら
. 福井 で は 天 台宗 より 他 の 天 と は, 儲 た る位置に分布す る｡
















臨済宗妙心寺派 , 他の 臨済宗
曹頼宗, 他 の 禅系 の 寺院は , 北
日本 にき わ め て 多 い ｡ 鹿 北 地 方
で とく に 卓越 して い るb 関東地
方 で は 西 の 山 番り で 多く , と く
に曹洞宗寺院 が多 い ｡
巧) 日 蓮系
日蓮宗
, 他の 日 産系 の 寺院IL
関東 地力に盤申す る. 草れ も 南開
東に 多 い ｡ 千 葉県で は 房総半島商
都 は 日 蓮瓦 九十 九里 以 北は他 の
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園1 2 関東地方の 寺芦完分布と土地利用
天 台系 .ij=院は と く に赤城LL] ･ 榛名 山 の 麓や. 利根川
下流部の 丘 陵端. 房総 の 丘 陵の 麓に位置す る勺 一 方真
言系寺院は , 利 根川 ･ 江 戸川綻域 の 水EB地帯を中心 に
分布す る｡ また 浄土 系寺 院 は . 都 市部に 多 い｡ 禅系寺
院 は . 関東平野 の 水 田地帯にもみられ る が . 表秩父 か
大 山 ･ 箱根 の 山 麓付近 で 分布 が卓越 して い る｡ 日蓮系
寺院 は , 房 総半島を除 けば都rTi周 辺 軌 こ 多 い｡
なお 本囲お よび 図14 のペ ー ス マ ッ プ は , 国土 地理 院







船瞬三十 三 観音金額 を御詠歌を
奉唱 し て 巡 拝す る｡ 一郎は 帝鹿寺
本堂内の 二 十三 観音の 前で 行 われ .
順 次札所の 観音 の 納札 を集 め て 供
え て 住職 が ｢唱 え奉 る西国第 二 十
八 番成相寺窒観世音菩薩 の 御詠歌
に - 一J の ように 先導 した 後, 手 に
持 っ た 鈴と 鉦 で , 西 国 竃場 TJ-しの
御詠 歌 を 奉唱 す る｡ 札所 ご と に2分
半ほ どを 要す る｡ こ の 図は 境内に
あ る 第二 十三 番観音前 で の 納 め の
奉唱 で あ る ｡ (平成16年8月18El)
国13 東京都心 の 寺院宗派分布
与 円蓋?呈芸アi表芸左誓芝･t苧i望表音し苧警il
図14 利根流域の 大師霊場
枠内 が各大 師 墓 場の 範囲を示 す. 各位 置は , 小 鴨
博 巳(19 96)に よ る.
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外 堀 内 の 寺院 は 外 堀 外 に 移転 し, ま た新た に開
基 した 寺院 も多 い ｡ と く に†争土 系 , 日蓮系 や 禅
系 の 寺院 が多 い . 真 言系 や 天 台 系 の 寺院は 少 な
い が
,
上野 寛 永寺付 近 に あ り , こ れ は 江戸 城 の
鬼門 に あ た る こ と に よる｡
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